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ため Z 形成術を追加した。Z 形成術は線状の創部を Z 状に加工するもので、水平面での
創部の減張が可能となった。また、放射線線量についても確立したプロトコルはなく各
施設で設定しているのが現状であり、当院では Z 形成を追加すると同時に設定値を下げ
た。総線量を 20Gy から 18Gy に変更するも再発率は 14％から 10.6％と改善し、更に
それらもステロイドの局所注射による補助的治療にて速やかに完治した。
【結論】
前胸部ケロイドの治療方法は未だ確立されていないが、今回我々はシンプルな前胸部ケ
ロイドに対し適切な外科的治療・放射線照射・自宅処置の組み合わせにて全症例の治癒
が可能であった。放射線線量の安全性については今後長期にわたり評価を行う必要があ
る。
